











2016（平成 28）年 6月 23日　大阪大学言語文化学会第 49回大会
（2016年度春季 大阪大学言語社会学会・言語文化学会合同研究発表会）
＜研究発表＞　※（　）内は所属の学会
西村瑠璃子（言社）： Kicking a Dead Horseに描かれるアメリカをとりまくアイデ
ンティティ・クライシス
桑原　拓也（言文）： デイヴィッド・フォスター・ウォレスの自己と他者の表象
について―The Broom of the Systemを中心に―
夏　　　麒（言社）： 週刊《礼拜六》（1914 ～ 1923）の総二百期に現われた民国
の美術事情























2016（平成 28）年 10月 27日　大阪大学言語文化学会第 50回大会
（2016年度秋季 大阪大学言語社会学会・言語文化学会合同研究発表会）
＜研究発表＞　※（　）内は所属の学会
岩本　莉子（言社）： 長く覚めない夢―Richard Wrightの The Long Dream に
おける父子関係





























予備費（前年度繰越金） 3,119,388 発送費（『言語文化学』24 号等） 99,412
学会費・賛助金 709,000 郵送費（発表会案内等） 3,330 
バックナンバー 0 印刷代（『言語文化学 24 号） 336,960 
大会補助運営費 81,500 大会補助運営費 206,400
利息 327 大会受付謝礼 22,000 
　 事務局補助人件費 25,500 
　 消耗品費 14,801 
　 振込等手数料 1,944 
　 抜刷代 12,636 
　 予備費（次年度繰越金） 3,187,232
計 3,910,215 計 3,910,215
（2016 年 3 月 31 日 現在）
2015 年度会計担当委員　　　韓　　喜善
































第 10 条 本会の経費は会員の会費及びその他の収入による。
 1．会費は付則の定めるところによる。
 2．本会の会計年度は 4月より翌年 3月までとする。
105
第 11 条 本会の事務局は大阪大学大学院言語文化研究科言語文化専攻内におく。
付則 1．通常会員は会費として年間 3000 円を納める。
 2． この会則の改正は、総会において出席者の 3分の 2以上の賛同を必
要とする。
 3．本会則は平成 3年 5月 8日より発効する。








番号 種類 ファイル名 内容（矢印の順に頁立てすること）
1 Word jltookoo_yourname.doc （表紙は不要）→ 要旨 A → 要旨 B → 本文








番号 種類 提出ファイル名 内容（矢印の順に頁立てすること）
1 Word jltookoo_yourname.doc （表紙は不要）→ 要旨 A → 本文

















　　 和文原稿： 40 字× 30 行（タイトル、本文・脚注ともMS明朝 11
ポイント）




































An Unweeded Garden That Grows to Rhyme: 
108






（朝鮮語例） 겐분 다로（GENBUN Taro），김민호（KIM Minho）
［朝鮮名・中国名の場合は、姓名を分かち書きしないこと。］
（中国語例）胡　琳（HU Lin）［ローマ字表記は日本語読み（KO Rin）等でも可。］
（英語例 1）GENBUN Taro ［姓（全大文字）＋名前（先頭だけ大文字）］
（英語例 2）Taro GENBUN ［名前（先頭だけ大文字）＋姓（全大文字）］






















　 　「論文」和文では A4 用紙 13 頁以内、欧文では A4 用紙 18 頁以内（図表・参考文
献・注など全てを含んだ頁数）。図表・参考文献・注など全てを含んだ完成原稿を
提出すること。かつ、本文の字数（図表・参考文献・注など全てを含む）は和文で
13,000 字以内、欧文で 5,000 ワード以内とする。なお、半角・英数は 0.5 文字と数
えること。
　 　「研究ノート」和文では A4 用紙 10 頁以内、欧文では A4 用紙 15 頁以内（図表・
参考文献・注など全てを含んだ頁数）。図表・参考文献・注など全てを含んだ完成
原稿を提出すること。かつ、本文の字数（図表・参考文献・注など全てを含む）は










　　  1. 1（半角スペース）サブセクション題名（ピリオドのあとにも半角スペース。「1.1」
「1. 1. 」とはしない）
　　  1. 1. 1（半角スペース）サブサブセクション題名（ピリオドのあとにも半角スペ
ース。「1.1.1」「1. 1. 1.」とはしない）






































どちらも和文で A4 用紙 4 頁以内（4,000 字以内に）、欧文で A4 用紙 7 頁以内（1,800
ワード以内に）。「図書紹介」は、当該年度出版または出版予定で、筆者自身が執筆また
は編集に携わった図書の紹介記事とする。「書評」は、それ以外の図書を対象とする。
用紙は A4 サイズで、横書きとする。和文原稿の場合は、MS明朝 11ポイントで 40字 ×
30 行、欧文の原稿の場合、Times New Roman 12 ポイントで 30 行とする。提出方法、
その他の規則は論文、研究ノートに準じる。提出原稿の形式は以下の通り。
（1）1頁目： 書評者名、書評の対象となる本の書名
（2）2頁目以降： 書評の対象となる本の書名、著者、出版社、（出版地、）出版年度、
ISBN、本文
3. その他
＜投稿内容の変更＞ 　投稿希望時の論文タイトルと比べて、内容が大きく異なる原稿
を投稿することはできない。
＜ネイティヴ・チェック＞ 　本文、論文要旨とも、母語以外で書かれた部分については、か
ならずネイティヴ・チェックを受けてから提出すること。文章力
が著しく劣る場合は内容の如何にかかわらず不採用となることが
ある。
＜第三者のチェック＞ 　一定の水準で査読が行われるために、執筆者は事前に読み合わ
せを行うなど、投稿前に第三者に目を通してもらうことが望ましい
＜無断引用・剽窃＞ 　引用箇所については、出典をはっきりと示すこと。査読段階で
盗用・剽窃が指摘された場合、不採用とする場合がある。
その他執筆に関して不明な点があれば、大阪大学言語文化学会事務局（genbunjl@
lang.osaka-u.ac.jp）まで問い合わせること。
